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五大文明説

「文明」と「文化」の意味内容の違いを調べたいが、どのように調べればいいか？
 意味、内容と聞かれればひとまず国語辞書を思い浮かべる。よって、国語辞典でこれらの語句を調べてみる。

	結果は以下の通り。

文明
	〔civilization〕
（1）文字をもち、交通網が発達し、都市化がすすみ、国家的政治体制のもとで経済状態・技術水準などが高度化した文化をさす。「オリエントの―」
（2）人知がもたらした技術的・物質的所産。「―の利器」 


	
	年号（1469.4.28-1487.7.20）。応仁の後、長享の前。後土御門天皇の代。 


	文化
	（1）〔culture〕社会を構成する人々によって習得・共有・伝達される行動様式ないし生活様式の総体。言語・習俗・道徳・宗教、種々の制度などはその具体例。文化相対主義においては、それぞれの人間集団は個別の文化をもち、個別文化はそれぞれ独自の価値をもっており、その間に高低・優劣の差はないとされる。カルチャー。
（2）学問・芸術・宗教・道徳など、主として精神的活動から生み出されたもの。
（3）世の中が開け進み、生活が快適で便利になること。文明開化。
（4）他の語の上に付いて、ハイカラ・便利・新式などの意を表す。「―鍋」 


	
	年号（1804.2.11-1818.4.22）。享和の後、文政の前。光格・仁孝天皇の代。 



大辞林第二版より

それぞれの語句で2つの語彙が見つかった。この結果がおもしろいことに、それぞれの語句の上下の言葉で対比している。順番が入れ違ってしまうが、下段は日本での事の起こりについての識別子として、有る地点までの出来事を文明、それからの出来事を文化と表記している。上段の意味しているものは下段の意味を具体的に示していると言える。自分なりにこれらの語句をわかりやすくまとめてみると、「人間活動の事の起こりから発達を文明と表し、有る時点以降の人間社会での事の起こりを文明と表記する。」

『長江文明の発見』（徐朝龍著、角川選書）をいますぐ手に入れて読むにはどうするか？
今、一般的に本を手に入れる環境で、手に入れる時間が早い順に並べてみると以下のようになる。

メディアセンター蔵書

↓

書店で見つける

↓

オンライン本屋で探し、注文

↓

書店で発注

↓

その他（オークション・古本屋）

多少、状況によってはこれがずれることがあるが、ほとんどのSFC生はこう思うだろう。では実際に自分が探す立場になって考えてみる。

まず、メディアセンターの蔵書を調べるために蔵書検索システムである、OPAC（http://decsv001.lib.mita.keio.ac.jp/cgi-bin/kmc/cal950.cgi）を使用してみる。

	キーワード検索で「長江文明の発見」と入力して検索をしてみた結果以下の本が見つかった。

	書名
	　＝　


	著者
	　＝　
	徐朝龍著


	出版事項
	　＝　
	東京 : 角川書店 , 1998.2


	形態
	　＝　
	281p, 図版16p ; 19cm


	シリーズ
	　＝　
	角川選書 ; 290


	件名
	　＝　
	遺跡・遺物 -- 中国


	　
	　＝　
	中国 -- 歴史 -- 古代


	　
	　＝　
	揚子江


	分類番号
	　＝　
	NDC9:222.02　


	著者標目
	　＝　
	徐, 朝龍(1955-) [シュイ, チャオロン]


	ISBN
	　＝　
	4047032905



	

	


残念ながらこの本は貸し出し中であり、しかも蔵書は三田である。取り寄せるにも時間がかかってしまう。「いますぐ手に入れる」という条件なので本屋さんに行きたいところですが、今は夜12時のため本屋さんは空いていません。よって、中古の本が売っている近所のBookOffに行ってきました。しかし、その本はレアなのか置いてありませんでした。仕方なく次の日、新宿へ行く用事があったためかなりの大きさを誇る紀伊國屋書店へ行きました。さすがに目的の本はあり、手に入れることができました。

「絵文字的な‘図語’」とあるが、絵文字とは何か？
文章の表現からして、巴蜀文字はいまいち曖昧なものを指しているようなのでハングル文字のような、図か、文字かが判別が着きにくい記号の事だと思われる。

真実を確かめるべく、webサイト検索エンジンであるgoogle（http://www.google.co.jp）で素直に「巴蜀文字」というワードで検索をかけてみる。上位にあがったサイトは、巴蜀文字の具体的な説明を示していた。が、「百聞は一見に如かず」ということわざも示すとおり画像で実際のものを見てみたい。よって、少しづつ下位のサイトを見てゆく。そうすると5番目にヒットしたサイト（http://www.tcn-catv.ne.jp/~woodsorrel/kodai/kk10.html）の真ん中当たりに画像が表示されていた。絵文字的な図語が、指しているのはこのことであろう。たしかに、現在の「漢字」の語源であるような文字が並んでいる。

「図語」？　これは用語だろうか著者の造語か？
 「図語」という語句が正しければ国語辞典に載っているはずである。大辞林第二版で探してみたところ、この語句は掲載されていなかった。そこで、新しい語句かも知れないので デイリー新語辞典で探してみても掲載されていなかった。そのため「図語」という用語は著者の造語である可能性が高い。
「目玉が飛び出した宇宙人のような仮面」を見てみたい。どうすればいいか？
この表現は著者がそのオブジェクトを見た自分の印象を言葉で示したものであるため、この語句の前後に「何を見て」の“何”の部分が書かれていると思われる。

「一九八六年に発見された三星堆は、三、四千年前に栄えた古代都市遺跡」という部分がそのオブジェクトの説明を示している。これらを手がかりに検索してみる。

このご時世、とても便利なものがあり先ほど使用したgoogleで「イメージ検索」というものがある。早速それを使ってみよう。「三星堆　仮面」というキーワードでイメージ検索を書けてみると3つの画像が表示された。1つは年表の画像で、残りの2つは異様な雰囲気を醸し出している置物である。よく見ると目が飛び出ている。普通の飛び出し方ではない。ギャグのようである。

肖像権などで問題が有るかも知れないので検索結果へのリンクを示す。

http://images.google.com/images?q=%8EO%90%AF%91%CD%81%40%89%BC%96%CA&hl=ja&sa=N&tab=wi
新しい発見や発明などによって教科書の内容や記述が変わることは一般的には理解できるところであるが、近年歴史教育などで教科書の内容や記述が政治的、社会的な問題としてしばしばとりあげらることを見聞きするとき、教科書とは何だろうかと考える。いったい教科書とは何だろうか？　何か参考になる文献は？
 教科書の内容の最終査定機関は文部省であるので、文部省のwebサイトに何か情報が無いかどうか探してみる。（http://www.mext.go.jp/）さっそくだが、トップページに「教科書制度の見直し」というリンクが張ってあるためそこの先のページを見てみる。

掲載されている文章を自分なりにまとめてみると、「教科書とは、文部省の作成した学習指導要領を教える為の教材」と考えられる。

 また、よくよく考えてみれば、どの様な問題があがっているのかが気になってくるので、それについてまず調べてみることにする、その後その事項について考えてみることにする。

問題がカテゴリごとに別れていそうなのでYahoo!（http://www.yahoo.co.jp/）で検索してみる。「教科書」というキーワードで検索した結果、教科書制作の大御所である大日本図書の公式サイトがあがった。http://www.dainippon-tosho.co.jp/ へアクセスしてみると教科書の紹介などが掲載されているが、社会的な問題についての見解などは書いていない。今度は別のディレクトリのヒットである、http://www.tsukurukai.com/ 新しい歴史教科書を作る会 へアクセスしてみた。そうしたら、左のリンクに「教科書問題とは」というコンテンツがあるので早速アクセスしてみると「従軍慰安婦」についての問題が取りざたされていた。詳細を読んでみたが、真実はあやふやな状態であった。また、同サイトのコンテンツに「会長の挨拶」というリンクがあった。これを読んでみると「子供達の教育に真剣に取り組み、文部省や少数の左翼が関係しない教科書づくり」を目指しているとのこと。

今日の日本では教科書だけではなく学校教育の問題もあり、それを全体的にまとめる必要が有るかと思います。
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